
　　　JA全農杯チビリンピック2016小学生８人制サッカー IN 東海

要　項

１．　主　　　催 日刊スポーツ新聞社

東海サッカー協会

２．　主　　　管 東海サッカー協会４種委員会・(公財)愛知県サッカー協会４種委員会

３．  後　　　援 (公財)日本サッカー協会・愛知県教育委員会

４．　特別　協賛 全国農業協同組合連合会（JA全農）

　協      賛 愛知県経済農業協同組合連合会

静岡県経済農業協同組合連合会

５．　大会　役員 

　会　　　長 岡野 光喜　　　　　　　　　　　　    《東海サッカー協会　会  長》

　副  会  長 嶋津 宗晴　 鈴木　登　 辻   博文  　 《東海サッカー協会　副会長》

　大会委員長 竹山 勝自　　　　　　　　　　　　　 《東海サッカー協会　理事長》

　副  委員長　　　九鬼 慎次 　徳田　康　 尾関 孝昭 《東海サッカー協会副理事長》

　実行委員長 飯塚 孝夫　　 《東海ｻｯｶｰ協会４種委員長》

　実行副委員長 北澤 義孝 　梶田 哲久　渋谷 康充 《東海ｻｯｶｰ協会４種副委員長》

　運営　役員 村井 智宏　 鈴木  亘　 市川  豊　 《東海ｻｯｶｰ協会４種委員》

山本  武　  曽根 俊夫　寺脇 邦保　 《東海ｻｯｶｰ協会４種委員》

　運営　委員 小居 正男 山田 徹治 黒田 哲生 内山 雄一郎 《(公財)愛知県ｻｯｶｰ協会４種委員》

山口 高史 伊藤 達也 舎川 智彦 二ノ宮 信晴 《(公財)愛知県ｻｯｶｰ協会４種委員》

深井　晃  味岡  広  原田 直季 竹内 久訓　 《(公財)愛知県ｻｯｶｰ協会４種委員》

福田 守高 佐藤 直人 冨田 冬生 今井 里佳 《(公財)愛知県ｻｯｶｰ協会４種委員》

　審判委員長 杉浦 忠行 《(公財)愛知県ｻｯｶｰ協会４種審判委員長》

　委　　　員 (公財)愛知県ｻｯｶｰ協会４種・審判委員

　競技委員長 梶田 哲久 《(公財)愛知県ｻｯｶｰ協会４種委員長》

　委　　　員 (公財)愛知県ｻｯｶｰ協会４種・委員

６．　期　　　日 平成２８年 １月 １６日（土）１７日（日）

10時00分 (豊田市運動公園陸上競技場・会議室）

開会式 10時40分 (豊田市運動公園陸上競技場）

試合開始 11時30分 (豊田市運動公園陸上競技場、球技場）

14時20分 (試合終了後、豊田市運動公園陸上競技場）

７．　会場・初日 １月1６日(土）　　(豊田市運動公園陸上競技場、球技場）　　４面

　　・２日目 １月1７日(日）　　(豊田市運動公園陸上競技場、球技場）　　４面

住所・愛知県豊田市高町東山4-97　℡0568-45-4855 http://www.toyota-taikyo.or.jp/

８．　参加チーム　 静岡　４　・三重　４　・愛知　４　・岐阜　４

９．　参加　資格 (公財)日本サッカー協会に登録された選手で構成する小学生４年生以下のチーム及び選手

で傷害保険に加入していること。

監督審判打合せ会議

閉会式(全チーム参加）

http://www.toyota-taikyo.or.jp/#


10．　チーム編成 代表者、監督、コーチ２名、登録選手は16名以上20名以内で登録証を携帯すること。

11．  ルールの基本的考え方

① 審判１人制を採用する事により、選手のフェアープレー精神を養う。

② 審判員を信頼し、判定に対して不平不満を表さない。

③ 審判員の決定に従いつつ、ラインアウトについてはプレーヤーから申告するフェアな

姿勢を養う。

④ 指導者や保護者など、大人のフェアープレー精神も養う。

⑤ オフサイドに関しては、疑わしきは罰せず。

12．　競技　規則

（4）

13．　競技　方法

14．　競技責任者 梶田 哲久 (公財)愛知県サッカー協会4種委員長

15．　審判責任者 杉浦 忠行 (公財)愛知県サッカー協会4種・審判委員長

（1）　審判は開催県にて行う。

（2）　フレンドマッチの審判は対戦両チームが行う。

　組合せ表 別紙にて、

　大会責任者 東海サッカー協会4種委員長　《 (一財)静岡県サッカー協会４種委員長》　 飯塚 孝夫

（5）メンバー表は出場チームがエントリー表をコピー持参する。交代用紙は使用しない。

（1）各県代表16チームを４グループに分け各４チームのリーグ戦を行う。各グループ１位

　 　チームが決勝トーナメントへ進む。（２位以下はフレンドマッチを行う。）

（2）試合時間は12分－1分－12分－5分ー12分とする。（フレンドマッチ12分ー5分ー12分）

（3）グループリーグの順位は以下のように決定する。

１．勝点の多いチーム（勝－３点、引分け－１点、敗－０点）

２．勝点が同点の場合は、得失点差、総得点、直接対戦成績の順とする。

（8）退場処分または本大会を通じて警告を２回受けた選手は次の１試合出場できない。

(10) エントリー〆切（２０１５年１２月２０日）。〆切後の選手登録の変更はできない。

３．いずれも同点の場合は、ＰＫ（３人）方式によって決する。

（9）メンバー表は３部作成し各試合開始時間20分前に本部へ２部提出、相手チームと１部

　　 交換する。

（4）決勝トーナメントは同点の場合、延長なしのＰＫ（３人）方式とする。

（6）参加チームはユニフォームを正副２着（４色）用意する。

（7）選手は選手証を持参しチェックを受ける。選手証を持参しない選手は出場できない。

（1）平成27年度（公財）日本サッカー協会８人制競技規則に準ずる。

（2）試合球は４号球を使用する。（大会本部で用意する）

（3）ピッチは68m～60m×50m～40m範囲とする（会場に準じる）

　 　ゴールは、縦2.15ｍ×横５ｍ（少年用）を使用する。

交代用紙は使用しない。交代して退いた選手が再び出場できる自由交代制とする。

第１ピリオド.第２ピリオドに出場する選手は総入れ替えとする。第3ピリオドは制限
しない。（第1ピリオドに出場した選手は第2ピリオドに出場できない。その逆も同じ
である。)

（5）ベンチ入りは代表、監督、コーチ２名及び登録選手とし、ピッチ内禁煙とする。


